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東 」 ヒ k 7 ' 研 文 化 部 教 授
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平 成 1 3 イ 1 t  4  刀
、 γ 成 1 5 介 3  J I
受
昭 和 5 7 年 3  j j
学 会 な と に お け る 活 動
論 文 「 ワ ー ズ ワ ス と Π 1 1 U
研 究 宇 打 築 文 7 賞 丕 t 、 1 会 )
イ ギ リ ス . ロ マ ン 派 ツ 会 仰 小  U V 1 和 5 7 年 ~ )
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ワ ー ズ ワ ス の 「 郭 公 に 」 と 詩 人 と し
て の 危 機 意 識
『 庁 曲 』 に 見 る ワ ー ズ ワ ス の 現 代 性
1 2
1 3 . 『 序 曲 』 の 倉 Ⅲ 乍 過 程 に 関 す る ・ 一 老 察
1 4 . ワ ー ズ ワ ス の 「 暗 示 の オ ー ド 」
1 5
イ ギ リ ス ・ ロ マ ン 派 の 詩 人 た ち の 時
間 意 識
『 東 北 大 学 教 養 部
紀 要 』 第 4 4 号
『 東 北 大 学 數 養 部
紀 要 』 第 4 6 号
『 ワ ー ズ ワ ス 『 庁
曲 』 論 集 』 ( 岡 三
郎 編 、 国 文 社 )
『 東 北 大 学 教 養 部
紀 要 』 第 5 9 号
『 文 化 に お け る 時
間 意 識 』 ( 渡 部 治
雄 編 、 角 川 書 店 )
『 ロ マ ン 派 文 学 の
す が た 』  q 山 台 イ
ギ リ ス ・ ロ マ ン 派
研 究 会 編 、 仙 台 イ
ギ リ ス ・ ロ マ ン 派
研 究 会 )
『 言 語 と 文 化 』 第
5  号 ( 東 北 大 学 言
語 文 化 部 )
1 6
コ ウ ル リ ヅ ジ に お け る 「 唯 ・ ・ ' の 生 命 」
と 想 像 力
1 9 部 年 1 2 月
1 7
1 9 8 6 年 1 2 打
イ ギ リ ス ・ ロ マ ン 派 の 作 家 と 自 伝
9 3 、  H 1 貝
1 9 8 8 年 6 月
Ⅲ
1 0 8 - 3 1 頁
報 告
イ ギ リ ス ・ ロ マ ン 派 の 詩 人 た ち の 時
問 意 識
1 9 兜 年 1 2 月
7 9 - 9 9 頁
1 9 9 3 年 2 月 3 8 6 - 4 0 4 頁
1  2 6 貝
2 . 認 知 言 語 学 と 英 語 教 育
1 9 9 3 年 9  j l1 1 3 - 3 2 貝
1 9 8 9 年 度 特 定 研 究
蛾 告 書 『 総 合 研 究
文 化 に お け る 時 間
意 識 の 研 究 』 ( 東
北 大 学 教 養 部 )
平 成 1 0 午 度 教 育 研
究 共 同 プ ロ ジ ェ ク
ト 研 究 成 果 報 告 書
晞 忍 知 科 学 ・ 脳 科
学 と 言 語 学 の イ ソ
タ ー フ ェ イ ス に 関
す る 研 究 』 ( 東 北
大 学 言 語 文 化 部 )
1 9 9 6 年 6  "
1 0 1 - 2 6 頁
1 9 9 0 年 3 月7 4 7 8 頁
1 9 9 9 年 3  打















































































シ ン ポ ジ ウ ム 第 1 部 門 ( 英 文 学 )
r s . T . c o l e r i d g e  の 思 想 の 展 開 と 特
徴 」 で 司 会 ・ 講 師 を 担 当
r h ι P 兜 m d ι の 複 数 の テ ク ス ト
( て い ぶ る ・ と ー く )
9
V  研 究 ノ ー ト
1 . オ ヅ ク ス フ ォ ー ド 遊 学 記 ー ウ ィ リ ア
ム ・ ワ ー ズ ワ ス に つ い て の ジ ョ ナ サ
ン ・ ワ ー ズ ワ ス 博 士 と の 対 話
東 北 英 文 学 会 第 5 1
回 大 会
硫 翻 訳
1 . テ リ ー ・ イ ー グ ル ト ン 他 著 『 民 族 主
義 ・ 植 民 地 主 義 と 文 学 』 ( 共 訳 )
イ ギ リ ス ・ ロ マ ン
派 学 会 第 2 5 回 全 国
大 △
1 9 9 6 年 9 月
2
サ ミ ュ エ ル ・ テ イ ラ ー ・ コ ウ ル リ ッ
ジ 「 宗 教 的 腹 想 」
1 9 9 9 年 9  打 早 稲 別 大 学
『 言 語 と 文 化 』 第
3 ・ 号 ( 東 北 大 学 言
語 文 化 剖 D
聖 霊 女 子
短 期 大 学
3
ウ ィ リ ア ム ・
a 舗 の 第 1
4
ウ ィ リ ア ム ・ ワ ー ズ ワ ス 『 序 曲 』
( 1 舗 0 ) 第  2  巻
ワ ー ズ ワ ス 『 庁 曲 』
巻
1 9 鮖 年 6 月
法 政 大 学 出 版 局
5
ウ ィ リ ブ ム ・ ワ ー ズ ワ ス 『 序 曲 』
a 8 5 の 第 3 巻
『 言 語 と 文 化 』 第
6 号 ( 束 北 大 学 言
語 文 化 部 )
『 言 語 と 文 化 』 第
7 号 ( 東 北 大 学 言
語 文 化 部 )
『 言 語 と 文 化 』 第
8 号 ( 東 北 大 学 再
語 文 化 部 )
『 言 語 と 文 化 』 第
1 0 号 ( 東 北 大 学 言
語 文 化 盲 粉
『 言 語 と 文 化 』 第
1 3 号 ( 東 北 大 学 言
語 文 化 音 粉
『 言 語 と 文 化 』 第
1 5 号 ( 東 北 大 学 言
語 文 化 部 )
3 6 1  8 2 貞
6
ウ ィ リ ア ム ・ ワ ー ズ ワ ス 『 1 予 曲 』
( 1 8 5 の 第  4  巻
1 9 9 6 年 2 月
7
ウ ィ リ ア ム ・ ワ ー ズ ワ ス 『 序 曲 』
a 8 5 の 第  5 巻
1 9 鮖 年 1 2 月
全 H 4 貝
( 7 9 - 1 1 4
頁 担 当 )
3 6 7  8 5 頁
1 9 9 7 年 6 月
1 9 9 7 仟 ・ 1 2 河
2 仭 3 7 頁
1 9 9 8 午 1 2 月
1 6 5  8 3 j i
2 0 0 0 年 2 月
1 4 3  6 8 頁
2 0 0 0 年 1 1 月
2 0 卜 1 8 頁


















た、プリティヅシュ・カウンスル主催の"The oxford conference on Literature
Teaching overseas"に参加
4.東北大学言語文化部主催第 1回公開講座「ジェンダーをめぐる言語と文化」で「ロ
1999年2 jlマン主義時代の女性詩人」を講ず
2001年2月
『イギリス・ロマ
ン派研究』鎗12集
(イギリス・ロマ
ソ派学会)
『イギリス・ロマ
ソ派研究』第19・
20合併号(イギリ
ス・ロマン派学会)
133-63貝
5
19朋郁 3 jl101-103頁
1996年3月167 70貝

